
機械学習とCNNの触り

b2 安部政俊　山拓さんの画像をお借りしました。



AIって何？

　大量のデータから“特徴”を抽出し

　予測判断を行う

　ex)犬の“犬らしさ”
　ワインの“美味しさ”の根源

　



教師あり　と　教師なし

教師あり学習：問題と解答のセットを与えて正しい解答を導くようコンピュータが学習。問題
（データ）に対する解答を正解ラベルと呼ぶ

人間の思い通りに動いて欲しいときなどに使う 

e.g...値の予測、手書き文字から数字0〜9を分類



教師あり　と　教師なし

教師なし学習:問題しか与えない。問題（データ）の分類や特徴の抽出が得意

人間にはよくわからないことを見つける、正解を与えるのが難しいときに使う

e.g....クラスタリング（たくさんあるデータをコンピュータが何種類かに分類）

...google photoで写真が人物別に分類されているのかクラスタリングを用いている



機械学習で扱うタスクについて

•①回帰タスク…物の値段来客数などの値を予想

•②分類タスク

•-1…二値分類…作物が病気にかかっているか否かなどを予
想。0or1の2種類どちらかを予測する、あるいは0〜1の間の確
率として予測（確率0.3なら30％で1に分類される）、の2通り

•-2…多クラス分類…複数のクラスのうちどれかに属すマルチク
ラス分類と同時に複数のクラスに属するマルチラベル分類に分
かれる。マルチラベルでは二値分類を複数回するイメージ



機械学習で扱うタスク

③生成…画像を入力して似た画像を出力（GAN）

              文章を入力してそれに即した画像を、逆に画像を入力
して画像に対する適切な説明を出力



機械学習で扱うデータの種類

•①テーブルデータ…表形式のデータ。複数与えられることも
ありその場合はテーブルを結合したりそのあとに処理をした
りしないといけない。

•②時系列データ…時間の推移とともに観測されたデータの
こと。心電図、音声データ、ユーザーの閲覧、購入履歴など

•③画像や自然言語データ…自然言語とは人間が喋る普通
の言葉のこと、機械翻訳で扱うデータはこれ



学習のためにデータを分ける？

全データを学習用（訓練用と検証用）データ、とテストデータに分けて学習を進
めていく。今は無きセンター試験でイメージを掴むと、

学習用データ：昔の過去問を家でやって問題の傾向と対策を掴む。検証用を模
試のように活用し、どう学習すれば良い点が取れるかを考えながら学習用の問
題を解く

テストデータ：直近数年分の問題をしっかり時間を計って本番のつもりで

問題集

模試



データの分け方大丈夫？

センター試験の例でいうと、データは時系列性がある（〇〇年度の問題という
ように）ので検証用を古い問題にして古い過去問がよくできるように学習してし
まうと直近のテスト用データには対応できない！

あるいは、検証用の分け方によってたまたま良い精度になってるだけかもしれ
ない



データの分け方大丈夫？

データが偏っている場合（1％で病気など）検証用に病気の例が入ってなかった
ら全部健康！と予想すれば良い精度にはなる（100％）が

良いモデルとは言える？



しっかりとした分け方を！

検証用と訓練用の分け方による”ガチャ”のような精度にならないように学習用データを1回

ずつ数回に分けて検証用に回す　Kfold交差検証、というものを用いる。

データに偏りがある場合は、偏りを考慮して層化抽出（検証用と元のデータの分布が同じに
なるように）をする。

データ1

データ2

データ3

データ4



学習しすぎも良くない？

適切にデータを訓練用、検証用、テストデータに分け
たとして

学習中：訓練用に対していくら高精度でも

モデルの評価について：検証用に対していくら高精度
でも

未知データに対しての精度が良くないと使えない！

→このように未知のテストデータに対する識別能力を
汎化性能といい、汎化性能が乏しく、既知のデータに
ついての精度ばかりが上がってしまっている状態を過
学習をしている、という。



汎化性能を担保するためには？

過学習を防ぐために一般的に行われるのは正則化というもの

パラメータを色々変えてうまい出力を得ようとするのが機械学習の”学習”であったが

パラメータの値が大きくなりすぎてモデルが複雑になりすぎないように下のような関数を加え
る



評価指標とは？

予測値の精度を測るモデルの良し悪しのモノサシ

分類タスクでもaccuracy（全予測に対する正解の割合）だけが
精度を測るものではない

行うタスクや、データの分布、求める性能によって選択する。



選ぶべき評価指標？

 

例1：回帰タスクにおいて、予測値と正解の値のは大きく外れて欲しくない！ 

→MAEでは外れ値に対する罰則がRMSEより大きいのでこちらを選択 

 



選ぶべき評価指標？

2値分類において

例2：偽陰性（FN）は出て欲しくない→陽性と判断したものの中で真の陽性
の割合（再現率）を最大にすればOK!

例3：偽陽性（FP）は出て欲しくない→陰性と判断したものの中で真の陰性
の割合（適合率、感度）を最大にすればOK!

例4：間違い方は構わないので、とりあえず正解数を増やしたい→全体の中
の正解の割合を最大にすれば良い！

例5：予測は確信度（確率）であり、閾値によらない精度が欲しい→AUC
〜〜注意！〜〜

再現率と適合率はトレードオフ（どちらも追い求めることができない）！



機械学習のモデルについて

使っておけば無難なのはGBDT（勾配ブースティング木）テーブルデータ（excelの表など）の
扱いに長ける

（LightGBMなど）



深層学習での”ニューラルネットワーク”

シナプスを模した以下のようなものを何層にも積み重ねたものをニューラルネットワーク、隠
れ層（中間層）が2つ以上のものをディープニューラルネットワーク(DNN)、これを学習させる
手法のことをディープラーニング(深層学習)、という



活性化関数について    

重みw×入力xの和を入れる関数

線形より非線形の方が複雑なことができる（下図より）

→”重みw×入力xの和”の部分は線形だが活性化関数を非線形
にすることで層の出力を非線形にしている



活性化関数の種類

ニューラルネットワークの層の出力をそのまま次の層の入力とするのが恒等関数(f(x)=x) 

ほかにも下のような関数がよく使われている（左から順にReLU,tanh,sigmoid） 

最近のものはSwich,Mish,Leaky ReLU 



深層学習における”学習”について

ニューラルネットワークが”学習”しているのは適切な出力をするための重みWであり

出力が間違いだったとき、間違いに応じて重みWの値を更新していく。

予測と正解の誤差を入出力の向きと逆方向に計算していくのが誤差逆伝播法で、どのくらい
重みwの値を変更すれば出力がうまくいくのかを計算するの手法が最適化手法

（AdamやSGDなどがある）

　　　　　誤差の伝播



画像について

画像は縦＊横＊3（RGB）に0〜255の値が入った行列(マス目に値が入ったもの)と見ること
ができる

1ピクセルについて周辺（縦横）のピクセルと関連があるがDNNの入力は1次元なので2（3）
次元の画像データは1次元にしないといけない

これでは、縦横の関連をしっかり参照することはできない



畳み込みニューラルネットワーク（CNN)

DNNでは全ての層は全結合層（前の層と後の層が全て繋がってる）だったが、CNNにはこれ
に畳み込み層（Convolution）とプーリング層を加えたもの 

 

”画像”の扱いに長けている 



畳み込みについて

赤い3＊3の行列がカーネル。カーネルの要素（I,j）と入力画像の要素を各々かけてその総
和を一回り小さいマス目に書き込んでいく。これを特徴マップといい畳み込み層の出力とす
る

様々なカーネルを使用することで色々な角度から画像を”見て”、”特徴”をまとめている



パディング

データを一定の大きさにするために無意味な値を挿入すること。

これによって畳み込み層を通す前と後の大きさを同じにしたりできる。



プーリング

通常畳み込み層の後に通すもので次元を圧縮する（特徴をキュッとまとめる）手法。

入力において（h＊w）のなかでの代表値をとる

代表値は主に平均値か最大値



中間層の可視化...実際に機能しているのか？

人間の脳と同じ機能をCNNが果たしていることがわかった！→使えてる！



全結合の代わり？GAPについて

パラメータが少ない分、計算が早くなり、容量も節約できる



勾配消失問題とは？

重みを適切に更新していくのが深層学習における”学習”だが、層が深すぎると重みの更新
が出来なってしまう

これを勾配消失問題といい、初期の重みを適切にすることによって従来は対策されていた
が、現在ではBatchNormalizationなどの正規化によって初期の重みを選択せずとも勾配
消失問題は解決できているが、自然言語などの時系列データを扱うRNNでは勾配消失問題
は解決していない（後続のLSTMで対応）

　　　　　誤差が伝播しない



更に層を深くするために

２０１２年から始まったCNNの精度競争は層を深くすることで加速していったが、層を深くす
ると前述の通り勾配消失問題が発生する。これを解決するアイデアがスキップコネクションで
最先端モデルの一つであるResNeXtやEfficientNetなどにも組み込まれている



全部繋げてしまう：DenseNet

ResNetではn層の入力はn-1層からの残渣接続を用いたが、

DenseNetではn層の入力に1〜n-1層からの残渣接続を用いる。



skip connectionのその先へ

流行りのAttention機構を画像分野に導入したもの

どのモデルにもつけることができるのが売り

attentionについては自然言語分野がメインとなるのでここでは割愛



次元圧縮の畳み込み bottle neck

1*1畳み込みのことをbottle neck, pointwise 畳み込みという。

狙いとしてはattention機構の導入か次元圧縮による計算量の削減



augmentationについて

現在の最強モデルは3億枚の画像を用いて学習しているが、一般人はそんなに画像を用意
できない

確率的に元データに変化を加えたものを学習に用いることであたかもN倍のデータで学習し
てる雰囲気を出そうというもの

強化学習を用いた効果的なaugmentationの探索方法が検討されている



おまけとしての”説明可能性”

深層学習では何に注目して学習しているのかは”神のみぞ知る”のだが、重みから何に注目
しているかわかるものがあり、Grad_CAMなどがある

重みが大きいほどそれを重視している、と解釈するもの

今春に高速化が試みられ、リアルタイムでのGrad_CAMのが可能になった？



CNNを使った分類や値の回帰以外のタスク

入力画像に対してどこに何が写っているかを出力するのが物体検出

どのクラスに属しているか、だけではなく、どこに写っているかの情報が正解データとして必
要



CNNを使った分類や値の回帰以外のタスク

画像のピクセルごとに何が写っているかを予測するのがセマンティックセグメンテーション

ピクセルごとに何が写っているかの正解データが必要



一般的に…

� 犬か猫か、など画像を分類できる

� 画像の中のどこに人が写っているのか、わか
る

� 画像について1ピクセルごとに何が写っている
か判断する

AIでできること（画像に絞ると）



AIが“学習”するためには？

� 大量のデータが必要
→1から学習するなら1万枚の画像、excel1万行分のデータ　程度

� データにノイズがあまり入っていないことが望ましい(空白はない方が良い)

� データが偏りすぎていたら汎化性能がなくなってしまう

� 学習用のデータと実際に使うデータに乖離があると使えないことがある



医療分野



工業分野



データ分析のホーム



kaggleに登録...



kaggle.comから　registerをクリック



どちらからでも良いです



どちらからか登録





pytorchのチュートリアルをやろう！

https://pytorch.org/tutorials/

https://pytorch.org/tutorials/

